
日本機械学会関西支部 特別フォーラム 

今改めて産学連携を考える  

日 時 2012年9月14日（金）12:30～17:00  

場 所 大阪科学技術センター 4 階 401 号室 大阪市西区靭本町 1-8-4／電話 06-6443-5324(代) 

     地下鉄四つ橋線「本町｣駅下車，28 号出口北へ 400m 

趣 旨 

 関西支部では2008年から会員サービスの一環として「地球温暖化防止・エネルギー問題に機械技術が今どう取り組
むべきか」「巨大災害に工学・技術が今どう取り組むべきか」「技術の伝承に今どう取り組むべきか」「この危機を
契機として，機械に支えられた現代文明のこれからを考える」などの時宜を得たテーマで，毎年無料で特別フォーラ
ムを実施してまいりました．2012年の特別フォーラムでは，2004年4月に国立大学が法人に移行後，国立，私立大学法
人を問わず積極的に推進されてきた産学連携活動を取り上げ，企業の立場，大学の立場，行政の立場からこの8年間を
振り返り，得られた成果と問題点を総括し，次の活動に繋ぐ提言をしていただく予定です．大学事務部門の産学連携
の方，企業の開発企画部門，研究企画部門の方の多数のご参加をお願いします． 

プログラム  コーディネーター：関西支部 企画幹事長 宇津野秀夫(関西大学教授) 

時 間 題目・内容 講 師 

12:30～12:35 開会挨拶 関西支部 支部長 平尾 雅彦(大阪大学教授)

12:35～13:20 大阪大学における産学連携の新展開と夢 
大阪大学 理事・副学長  

馬場  章夫

企業が上手に利用できる環境をキャンパスに作りあげることが求められていると考えて，産学連携活動を進めている．
「Industry on Campus」の標語のもとに大阪大学で試みている，新しい産学連携の形である共同研究講座や協働研究所シス
テムに関して，その設置に至った経緯と現状を紹介させていただく．同時に，ミッションが異なるはずの大学と企業が融合
できる産学連携の夢について触れてみたい． 

13:20～13:55 大阪大学Hitzバイオマス開発共同研究講座の事例
日立造船㈱ 事業・製品開発本部 主席研究員 

中澤  慶久

日立造船では大阪大学「共同研究講座」の制度を活用して，大阪大学「Hitzバイオマス開発共同研究講座」を設立し，植物
バイオマスであるトチュウから高機能化学原料創成する研究開発を行っている．大阪大学のインダストリー・オン・キャン
パスという基本構想のもと，企業と大学における共同研究開発の役割分担等に触れつつ，大学を活用した産学官連携のあり
かたの一例として紹介する． 

13:55～14:30 JSTにおける産学官連携支援の取り組み 
(独)科学技術振興機構 産学官連携ネットワーク部
ナノテクノロジープラットフォーム事業担当  
産学官連携推進マネージャー 北村 佐津木

JSTでは，今後必要となる戦略的技術課題について，基礎研究を実施するとともに，大学の研究成果を社会に還元するため
に種々の産学官連携支援の取り組みを行っている．今回は特に企業との連携支援事業を中心に紹介する．また，本年度から
文部科学省の「ナノテクノロジープラットフォーム」事業を(独)物質・材料研究機構(NIMS)と共同でスタートするので，そ
の概要についても紹介する． 

14:30～15:05 
大阪電気通信大学における機械工学フォーラム 

（産学連携公開講座） 

大阪電気通信大学 理事 メカトロニクス基礎研究
所所長 工学部機械工学科 教授  

石井  徳章

大阪電気通信大学工学部機械工学科と大学院制御機械工学専攻では「機械工学フォーラム産学連携公開講座」を毎年後期に
10回にわたって開催しており，当フォーラムでは「日本発ものづくり」と「グローバル事業展開」をキーワードに，企業の
第一線で活躍されている方々を招き，多彩な講演をお願いしている．工場見学も積極的に導入し，工学を志す若い学生たち
のモティベーションを高めることを目的としている．その概要と教育効果について説明させていただく． 

15:20～15:55 立命館大学における産官学連携の取組み 
立命館大学 理工学部 特任教授  

酒井  達雄

1980年代後半から我国の大学で産学連携の重要性が認識され，連携の内容と規模が年次的に拡大し，今や全国的に産学連携
が定着した感がある．本講では，立命館大学における産官学連携プロジェクト推進の経緯と現状について簡潔にご紹介する
とともに，いくつかの具体例を通して，パートナー間の信頼関係の醸成や長期的連携の確立に対する課題などに触れ，参加
者各位のご意見を頂きたく思う． 

15:55～16:30 企業の研究所から見た産学連携 
三菱電機㈱ 役員理事 先端技術総合研究所 所長

田中  健一

幣所にて実施している産学連携の概況についてご紹介する．一言で産学連携といっても，その目的や発足の経緯，双方の思
惑などから様々なスタイルが存在する．主観的ではあるが，最近の連携事例の中からいくつかの代表的スタイルとその概要
についてご紹介するとともに，そこでの成功要因や留意事項などについての所感を述べる． 

16:30～16:50 総合討論  

16:50～16:55 閉会挨拶 関西支部 副支部長 谷川 雅之(Hitz日立造船㈱技術研究所所長)

○参加費：無料（非会員の方でも参加できます．） ○定員：100 名  

○申込締切：8 月 24 日(金)(定員に余裕があれば，2 日前まで申込みを受け付けます．) 

○関西支部ホームページ内の本行事申込みページ，あるいは E-mail，Fax にて関西支部宛お申し込みください． 

 なお，特に参加券等は送りません．直接会場受付にお越しください． 

一般社団法人日本機械学会 関西支部 http://www.kansai.jsme.or.jp/ 

TEL:06-6443-2073 FAX:06-6443-6049 E-mail:info@kansai.jsme.or.jp 


